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都道府県番号 ３０

都道府県名 和歌山県

【 ①□ ②□ ③□ 】÷

Ⅰ 学校名及び規模

学校名 田辺市立田辺第二小学校

学 年 年 年 年 年 年 年 計 教員数1 2 3 4 5 6 特殊学級

学級数 ３ ３ ３ ３ ３ ３ ２ ２０

児童数 ７８ ９４ ８３ ９９ １０１ １１８ ５ ５７８ ３０

Ⅱ研究の概要

（１） 研究主題

「自ら求め学び合う学習」 生きる力を育てる教育活動の創造ー基礎学力の確実な定着を図りながらー

（２） 研究主題設定の趣旨

本校はこれまで主体的に学び続けられる子どもが育つことを願って研究を続けてきた。

その中で明らかになってきた課題や、学力向上フロンティアスクールの趣旨をふまえ、以

下の 点3

①国語科・社会科・算数科・理科・生活科の授業を充実させ、主体的に学習する力を育

てること

②基礎学力を読み・書き・計算にしぼり、その向上を図ること

③体力づくりに意欲的に取り組む姿勢を育てること

を中心に、基礎・基本の確実な定着を図ることを重視するとともに、児童一人ひとりの進歩

の状況や教科の目標の実現状況を的確に把握し学習の効果を高め、新しい学習指導要領のね

らいとする「確かな学力」の向上を目指し、上記研究主題及び副題を設定した。

Ⅲ 研究の概要

（１）研究推進体制の工夫

・研究推進委員会（校長、教頭、教務主任、研究主任、少人数担当、学年代表で構成）で目標に

準拠した評価について研修し、本校における評価のあり方について意思統一を図る。

・現職教育で評価規準、評価方法について研修し、実際に使用できる評価補助簿の作成に取り組

む。

・研究授業を通して、指導と評価の一体化について検証し、充実を図る。

・研究の推進に関連する資料を収集し、研修を進める。

（２）研究の実際

＜ 年生の実践例＞5

単元目標や指導計画に基づき、評価補助簿を作成し、毎時間のねらいと評価規準を明確にして

授業に臨むようにした。又、ねらいに合ったミニ確かめテストを実施し、子ども自身が本時の学

習を振り返ることができるようにすると共に、評価の信頼性や客観性が保たれるよう心がけた。
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単元「小数のかけ算とわり算（１ 」の例）

・習熟度別少人数指導では、補充的な学習を行う３コースについて、わり算を不得手とする子ども

の実態をふまえ、内容は小数のわり算を中心に扱った。

・各コースそれぞれの目当て・内容について説明し、それまでの自分の学習や確かめ問題のできぐ

あいを振り返らせて、自分なりの目当てを持たせた上でコース選択するようにした。

・指導者同士の評価の客

観性を保ち、より評価し

やすくするため、毎時間

の終わりにミニ確かめテ

ストをし、結果を評価補

C助簿に記録していった。

と判断した子どもには事

後指導をし、おおむね満

足できる状況になった時

には にした。評価補助○C
簿を見ながら本時の指導

を振り返ると共に 、どの、

子のどこにつまずきがあ

るのかを意識しながら進めた。

 
小数のかけ算とわり算(１) 指導計画 ＜全１４時間＞ 

 

 時 間 指導のねらい 

つかむ １時間目 ○(小数)×(整数)の意味を理解し、純小数に１位数をかける簡単なかけ算ができる。 
２時間目 ○(小数)×(１位数)の筆算形式を理解し、その計算ができる。 
３時間目 ○(小数)×(２位数)の筆算の仕方を理解し、その計算ができる。 
４時間目 ○本小単元の学習課題をつかみ、意欲的に解決しようとする。 

○(小数)÷(整数)の意味を理解し、その計算ができる。 
５時間目 ○(整数・小数)÷(整数)で、商が小数になる計算の仕方を理解して、その計算ができる。 
６時間目 ○小数のわり算の筆算を、整数のわり算の筆算をもとにして考えることができる。 

○(小数)÷(１位数)の筆算の仕方を理解し、計算ができる。 
７時間目 ○(小数)÷(２位数)の筆算の仕方を理解し、その計算ができる。 
８時間目 ○(整数・小数)÷(１、２位数)で、わり進む場合の筆算の仕方を理解する。 

深 
 
 

め 
 
 

る 

９時間目 ○(整数・小数)÷(１、２位数)で、商を適当なくらいまでの概数で表す筆算の仕方を理解する。 
10時間目 ○小数の乗除演算を自ら決定しながら、問題を解くことができる。 

○わり算の性質を利用して、簡単なわり算にして計算することを考える。 まとめる 
11時間目 ＜確かめプリントとオリエンテーション＞ 

しっかり理解コース ○小数の十進数としての構成、および小数の相対的な大きさについて理解を
深めることができる。(知) 

じっくり練習コース ○(小数)÷(１位数)の筆算ができる。(表) 

とことん理解コース ○(整数・小数)÷(１・２位数)で、わり進む場合の筆算の仕方がわかる。(知)
12時間目 

チャレンジコース ○少し難易度の高い小数の文章問題をすすんで解くことができ、また自分で
も作ることができる。(関) 

しっかり理解コース ○小数を整数でわる計算の意味及びその計算の仕方について復習し、理解を
深めることができる。(知) 

じっくり練習コース ○(小数)÷(２位数)の筆算ができる。(表) 
とことん理解コース ○(整数・小数)÷(１・２位数)で商を適当な位までの概数で表す筆算の仕方が

わかる。(知) 

生 
 
 

か 
 
 

す 

13時間目 

習
熟
度
別
指
導 

チャレンジコース ○友達の作った小数の文章問題をすすんで解くことができる。小数の計算式
から問題を意欲的に考えることができる。(関) 

 14時間目 確認テスト 
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児童名

1 A A B A A A A A

2 B B A A B A B A

3 B B B B A B B C

評価補助 簿
5年 算 数 科 単 元 名 （小 数 の か け 算 ・わ り算 ）全 1４時 間

考 え方観点
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「小数のかけ算とわり算（１）」における誤答者と誤答問題

⑩ ⑨ ③ ⑧ ⑦ ④ ② ⑥ ⑤ ①
68 49.1 7 18 5. 4 15 3.9 27 91.6 7. 5 12.7 8 47.2 3 5.1 2. 6

４ 3× × ×2 1 6 0 ×

商を上か 商を十分
ら１けたの の一の位
概数 で表 までの 概
す 数で表す

1 △ △ △ △ △ △
2 △ △ △ △ △ △
3 △ △ △ △ △ △
4 △ △ △ △ △ △

、 。・誤答が多かった問題⑩⑨については一斉に 他の問題については個々に事後指導し習熟を図った

・誤答が多かった①～⑩番の子どもたちへの指導を少しでも充実させられるよう、次単元「小数の

かけ算とわり算（２ 」全１９時間のうち 「小数のわり算 （７時間）の学習で学級内習熟度別） 、 」

指導を計画した。

（３）研究の成果と課題 「整数のレディネステストと小数のテスト結果の比較」

・子どもが小数のかけ算やわり算に自信を持ち、

意欲的に学習しようとする姿がみられた。

・レディネステスト と単元の確認（整数×整数 （整数÷整数））

テスト を比較する〔小数×整数、小数×小数 〔小数÷整数、小数÷小数〕〕

と、学年全体の計算力が向上してきた。

・教師間における教材研究や協力体制が充実してきた。

・評価規準や評価方法についてさらに検討を重ね、積み上げていく必要がある。

（４）研究成果の普及方法
・西牟婁地区学力向上推進協議会において、本校の取組を発表し協議する。

（平成 年７月２９日） （ 平成 年１０月２０日）15 15
・平成 年度県教育課程研究協議会において、本校の取組を発表し、その成果を西牟婁地方の15
学校に普及する。 （平成 年８月２２日）15

・学力向上フロンティアスクール研究発表会において 本校の取組を発表するとともに 資料 漢、 、 （
字・計算習熟プリント集、素読・朗読・暗唱集）を配布し、その成果を県下全域の学校に普及
する。 （平成 年１２月４日）15

・平成 年度西牟婁地方学力向上フロンティアスクール研修会において、本校の取組を発表す15
るとともに、指導講話を受け研修する。 （平成 年２月２日）15

【新規校・継続校】 □ ５年度からの新規校 □ ４年度からの新規校1 1÷

【学校規模】 □ 学級以下 □７～１２学級 □１３～１８学級 □１９～２４学級 □２５学級以上6 ÷

【指導体制】 □少人数指導 □ による指導 □一部教科担任制 □その他÷ ÷ ÷T.T

【研究教科】 □国語 □社会 □算数 □理科 □生活 □音楽 □図画工作 □家庭 □体育 □その他÷ ÷ ÷ ÷ ÷

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 □有 □無÷

【特色ある取組事例としての紹介したいポイント】

本校ではレディネステストをはじめ算数計算や漢字の書き取りについての問題を作成し、子ども

の実態把握に努めている。また、評価の客観性を高めるために教職員が協議を重ね、共通理解を図

る体制が確立している。そのことが評価規準の研究にも資することになっている。
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